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【ブロック支部からのお知らせ】 
 
■第 14回日本プライマリ・ケア連合学会東北ブロック支部学術集会 
 
会長 石井 正（東北大学病院総合地域医療教育支援部 教授） 
学会テーマ  「総合診療と心のケア」  
日時 2024年 9月 14日（土）15日（日） 
会場 宮城県医師会館（仙台市地下鉄東西線 大町西公園駅 向かい） 
 
2024 年度の東北ブロック支部学術集会は宮城県支部が事務局を担当し、仙台市での開催となります。多くの方々の
ご参加をお待ちしております。 
 
■東北ブロック支部 薬剤師部会 
（1） 定例勉強会 
継続的に開催してまいりました定期勉強会は皆様のご協力を得て、2月 26日で第 33回の開催になりました。子育て
世代に配慮した 21：30からの開催時間につきまして、時間的に参加が難しい方もいらっしゃることは今後の課題と
します。医師や看護師など他職種の参加はプライマリ・ケア連合学会ならではの魅力であると考えています。 
今後も薬剤師だけでなく他職種の皆様のご参加も大歓迎ですのでよろしくお願いします。 
 
（2） 研修会（単位付与） 
4月 20日 医療に関わる全職種対象の研修会を企画中 
 
（3） 執行部・委員の見直し 
薬剤師部会は本会の改選時期と同時期に役員、委員の見直しをすることとしました。今期役員、委員の継続意思を確
認し、辞退者を補充する方法を取っています。 
 
2024・2025年度 
 理事：星利佳 
 会長：川末真理 
 副会長：山田奈穂子・遠藤東吾 
 運営委員会（各県 2名） 
  青森：川末真理、辻弥生 
  秋田：小林裕幸、小林美保 
  岩手：町田和敏、山田奈穂子 
  山形：遠藤東吾、星利佳 
  宮城：有馬遥太朗、溝口貴大 
  福島：松木祐二（1名欠員） 
 研修委員会（新設） 
有馬遥太朗、遠藤東吾、川末真理、鈴木すみれ、星利佳、溝口貴大、山田奈穂子 
 
次年度は新たな執行部・委員、また研修委員会を新たに設け会員の皆様が参加しやすい活動を企画していくつもりで
おりますので、ご協力よろしくお願いします。 
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■日本プライマリ・ケア連合学会 学生・研修医部会 東北支部（PCs東北） 
 
震災遺構を尋ねる会 開催報告 
場所 南三陸 311メモリアル 
日時 2024年 3月 3日 10時 30分〜18時 
参加 医学部学生 13人 看護学生 7人 
 
学生・研修医が主体となって運営する日本プライマリ・ケア連合学会 学生・研修医部会東北支部の活動として、震
災遺構を尋ねる会を JPCA東北ブロック支部の支援のもと開催しました。東北のプライマリ・ケアの担い手として期
待される、東北地方の大学に通う医療系学生や東北地方にゆかりのある学生が過去の震災の体験や記憶について学
び、東北に暮らす人々の背景についての理解を深め、東北の人々の心理・社会的側面をふまえたケアを提供するきっ
かけとなることを目的として企画しました。また、将来各地の病院や診療所でプライマリ・ケアを提供する医療従事
者として勤務するにあたり、医療者自身が地域にコミットし、地域防災の主体的な担い手となるための意識を醸成す
ることを目的と考えました。 
 
当日は仙台駅に集合後、貸切バスで移動し南三陸町へ向かいました。昼休憩は各自南三陸さんさん商店街にて取り、
復興が進むまちの様子を実際に感じ取る機会になりました。その後隣接する南三陸 311 メモリアルにてラーニング
プログラムを受講しました。被災者の証言ビデオなどからなる映像で自分の暮らすまちでの防災意識を高めました。
また職員の方からのお話で、医療従事者であってもまずは自分の命を守ること、防災について医療現場でもさらに検
討が必要であることについてお話しいただきました。 終了後屋外に移動し、まちあるき語り部のプログラムを受講
しました。南三陸 311 メモリアル周辺を語り部の方とともに歩き、南三陸町旧防災庁舎などの震災遺構を見学し震
災前後で街の変化の様子を学びました。ご参加・ご支援ありがとうございました。 
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【県支部活動】 
 
■福島県支部 https://jpcafksminfo.wixsite.com/website 
 
第 6回 ふくしまプライマリ・ケアトーク 
 
福島県支部では、プライマリ・ケアに関わる方々にお役に立つような企画として
Zoomを使用したオンラインセミナー「ふくしまプライマリ・ケアトーク」を年 2~3
回開催しております。 
 
「処方はみんなで歌うこと？！〜診療所医師がつくった楽しい地域のつながり〜」 
 
きらり健康生活協同組合 上松川診療所 春日良之先生 
日時：2024 年 2 月 18 日（日）16 時〜17 時  
 
福島県支部会では、多職種でプライマリ・ケアにまつわるトピックを学ぶオンライ
ン勉強会「ふくしまプライマリ・ケアトーク」を年数回開催しています。 
令和 5 年度の 2 回目は 2 月 18 日に「処方はみんなで歌うこと？！〜診療所医師がつくった楽しい地域のつながり
〜」と題しまして、上松川診療所 春日良之先生に講演いただきました。15年間の活動の軌跡や、その効果として実
感されていること、続けられる活動のエッセンスなどお話しいただきました。まずは「好きなこと」をベースに、医
療従事者が地域とつながり始めてみようという、勇気をいただけるご講演でした。参加者からは「自分が「ケア」「地
域活動」をいかに堅苦しく感じていたか、を気づかされました！」「今の時代に合った、つながりの場が、選択肢と
して地域にあるのが理想的だと思いました。自分や周囲の医療者となにかできることを改めて考えたいです。」など
の感想が寄せられました。 
  
今後も多職種が気軽に学び合える会として、ふくしまプライマリ・ケアトークを企画・ 運営してまいります。 ご質
問・お問い合わせなどは JPCA 福島県支部 事務局までご連絡ください。 皆様のご参加をお待ちしております！  
 
 


